
(57)【要約】

【課題】超音波探触子の音響特性を容易に回復させるこ

とが可能な超音波探触子再分極装置、前記超音波探触子

を備え、前記超音波探触子再分極装置に接続可能な超音

波プローブ及び前記超音波プローブを接続可能で、前記

超音波探触子の音響特性を回復させる時期を報知する機

能を備える超音波診断装置を提供する。

【解決手段】コネクタ２４に接続される超音波プローブ

の種別が入力されると、制御回路２８は、その種別を認

識して、スイッチ部２５に対して、圧電素子２の音響特

性を回復させるのに必要な印加時間を指示する。また、

高電圧電源２６に対して、圧電素子２の音響特性を回復

させるのに必要な印加電圧を指示する。スイッチ部２５

は、制御回路２８の指示に従って、該当する時間だけ高

電圧を印加するように、スイッチの“ＯＮ”、“ＯＦＦ

”の切り替えを行う。また、高電圧電源２６は、制御回

路２８の指示に従って、該当する値の高電圧を発生させ

る。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 圧 電 素 子 が 配 列 さ れ て 成 る 超 音 波 探 触 子 の 前 記 圧 電 素 子 に 接 続 さ れ た 一 対 の 電 極 に
対 し て 、 前 記 圧 電 素 子 が 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 前 記 圧 電 素 子 の 再 分 極
を 行 う 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 で あ っ て 、
前 記 一 対 の 電 極 に 対 し て 印 加 す る た め の 高 電 圧 を 発 生 す る 高 電 圧 発 生 手 段 と 、 前 記 一 対 の
電 極 に 対 し て 高 電 圧 を 印 加 す る か 否 か の 切 り 替 え を 行 う 切 替 手 段 と 、
前 記 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う た め に 、 前 記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ と で 前 記 高 電 圧 の
電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る こ と で 前 記 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を
調 整 す る 制 御 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 予 め 設 定 さ れ る 設 定 条 件 に 基 づ い て 、 前 記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ
と で 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 が 印 加 さ れ
る 時 間 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 を 入 力 す る た め の 入 力 手 段 を さ ら に 備 え 、
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 入 力 手 段 に よ っ て 入 力 さ れ る 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 に 基 づ い
て 、 前 記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手
段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 を 保 持 す る 保 持 手 段 を 備 え 、
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 に 基 づ い て 、 前
記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手 段 を 制
御 す る こ と で 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波
探 触 子 再 分 極 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
複 数 の 圧 電 素 子 を 配 列 し て 成 る 超 音 波 探 触 子 と 、
前 記 圧 電 素 子 に 接 続 さ れ た 一 対 の 電 極 に 対 し て 、 前 記 圧 電 素 子 が 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 を
印 加 す る こ と で 、 前 記 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 対 し て 着 脱 可 能
に 構 成 さ れ た 接 続 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 接 続 部 は 、 前 記 一 対 の 電 極 に 対 し て 高 電 圧 を 印 加 す る た め の 電 気 的 接 触 部 を 複 数 配 列
す る も の で あ っ て 、 前 記 電 気 的 接 触 部 は 、 互 い に 十 分 な 沿 面 距 離 が 確 保 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
複 数 の 圧 電 素 子 が 配 列 さ れ て 成 る 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 に 接 続 さ れ た 一 対 の 電 極
に 対 し て 、 前 記 圧 電 素 子 が 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 前 記 圧 電 素 子 の 再 分
極 を 行 う 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た 接 続 部 と 、 前 記 超 音 波 探
触 子 の 識 別 情 報 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、 を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成
さ れ た 接 続 部 と 、
前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 接 続 部 に 接 続 さ
れ る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 延 べ 通 電 時 間 を 算 出 す る 算 出 手 段 と 、
前 記 算 出 手 段 の 算 出 結 果 と 、 予 め 設 定 さ れ る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行
う べ き 時 期 に 関 す る 情 報 と に 基 づ い て 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う べ
き 時 期 ま で の 残 り 期 間 に 関 す る 報 知 を 行 う 報 知 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 報 知 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う べ き 時 期 ま で の 残 り 期 間
に 関 す る 情 報 を 表 示 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る こ と が 可 能 な 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、
前 記 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 構 成 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 及 び 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 接 続
可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 高 電 圧 を 印 加 さ れ る こ と で 超 音 波 を 発 生 す る 圧 電 素 子 を 複 数 個 配 列 し
て な る 超 音 波 探 触 子 を 備 え 、 こ の 超 音 波 探 触 子 か ら 対 象 物 に 向 け て 超 音 波 を 送 信 し 、 そ の
反 射 エ コ ー を 受 信 す る こ と で 、 こ れ を 電 気 的 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備 え る 超 音 波 画 像 装 置 は 、 超 音 波 探 触 子 を 構 成 す る 圧 電 素 子
に 対 し て 高 電 圧 を 印 加 す る と 共 に 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら の 電 気 的 信 号 を 画 像 化 す る こ
と で 、 対 象 物 の 内 部 状 態 を 超 音 波 画 像 と し て 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 超 音 波 画 像 装 置 は 、 例 え ば 金 属 溶 接 内 部 の 探 傷 を 目 的 と す る 超 音 波 探 傷 装 置 と
し て 、 或 い は 、 被 検 者 内 部 の 診 断 を 目 的 と す る 超 音 波 診 断 装 置 と し て 適 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
因 み に 、 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い ら れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 超 音 波 探 触 子 は 、 短 冊
状 の 圧 電 素 子 を 数 十 か ら 数 百 個 程 度 配 列 し た ア レ イ 系 が 主 流 と な っ て お り 、 圧 電 素 子 の 個
数 は 、 高 分 解 能 化 の 要 求 と 共 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
と こ ろ で 、 こ の 超 音 波 探 触 子 を 構 成 す る 圧 電 素 子 は 、 当 該 素 子 に 接 続 さ れ る 一 対 の 電 極 に
高 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と で 、 超 音 波 を 発 生 す る 仕 組 み と な っ て い る が 、 そ の 分 極 特 性 は 、
当 該 素 子 の 製 作 中 に 、 又 は 、 長 時 間 の 使 用 に お い て 、 経 時 変 化 に よ り 劣 化 し て し ま う 欠 点
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に し て 、 圧 電 素 子 の 分 極 特 性 が 劣 化 し て し ま う と 、 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 そ
の 音 響 特 性 （ ＝ 超 音 波 の 発 生 効 率 ） が 悪 化 し 、 超 音 波 画 像 装 置 に お い て は 、 超 音 波 画 像 の
画 質 劣 化 が 引 き 起 こ さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 っ て 、 こ の よ う な 圧 電 素 子 の 分 極 特 性 の 劣 化 、 即 ち 、 脱 分 極 を 抑 え る 様 々 な 発 明 が 成 さ
れ る こ と と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
例 え ば 、 特 開 平 ７ － ９ ９ ３ ４ ８ 号 公 報 に お い て は 、 圧 電 素 子 を 構 成 す る 単 結 晶 に 対 し て 特
定 の 条 件 を 規 定 す る こ と で 、 圧 電 素 子 の 作 製 中 に お け る 脱 分 極 を 防 止 し て 、 長 期 間 の 使 用
に お い て も 、 経 時 変 化 に よ る 性 能 （ 音 響 特 性 ） の 劣 化 を 防 止 し 得 る 圧 電 単 結 晶 、 超 音 波 プ
ロ ー ブ お よ び ア レ イ 形 超 音 波 プ ロ ー ブ が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 特 開 平 １ ０ － ９ ３ １ ５ ４ 号 公 報 に お い て は 、 圧 電 素 子 を 構 成 す る 素 材 を ぺ ロ ブ ス カ
イ ト 型 鉛 複 合 酸 化 物 単 結 晶 と し 、 且 つ 、 そ の 裁 断 面 の 形 状 に 対 し て 特 定 の 条 件 を 規 定 す る
こ と で 、 圧 電 素 子 の 作 製 中 に お け る 圧 電 素 子 の 脱 分 極 を 抑 制 、 乃 至 、 防 止 し て 、 高 い 電 気
機 械 結 合 係 数 （ 音 響 特 性 ） を 有 す る 圧 電 素 子 を 得 る こ と が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ９ ９ ３ ４ ８ 号 公 報
（ 段 落 〔 ０ ０ ２ ２ 〕 ‐ 〔 ０ １ １ ５ 〕 、 第 １ 図 乃 至 第 １ ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
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特 開 平 １ ０ － ９ ３ １ ５ ４ 号 公 報
（ 段 落 〔 ０ ０ １ ２ 〕 ‐ 〔 ０ ０ ３ ６ 〕 、 第 １ 図 及 び 第 ２ 図 ）
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 発 明 に お い て は 、 圧 電 素 子 の 脱 分 極 を 抑 え る こ と が 実 現 さ れ る
に 留 ま り 、 圧 電 素 子 が 脱 分 極 化 す る 時 期 を 先 延 ば し に す る こ と は で き る が 、 例 え ば 、 圧 電
素 子 が 脱 分 極 化 し て し ま い 、 音 響 特 性 が 劣 化 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 し て は 、 こ れ を 適 切
に 処 理 す る 手 立 て は な く 、 新 た な も の と 交 換 す る し か な か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
と こ ろ で 、 脱 分 極 し た 圧 電 素 子 は 、 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 再 分 極 し て 、 そ の 音 響 特 性
を 回 復 さ せ る こ と が で き る と い う こ と が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 従 来 の 超
音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 圧 電 素 子 を 再 分 極 さ せ る こ と で 、 こ れ を 再 利 用 す る と い っ た こ
と は 念 頭 に 置 か れ て い な い た め に 、 直 接 、 圧 電 素 子 に 対 し て 、 高 電 圧 を 印 加 す る こ と が 可
能 な 構 成 と は な っ て い な い 。 従 っ て 、 圧 電 素 子 を 再 分 極 さ せ る べ く 、 こ れ に 高 電 圧 を 印 加
す る た め に は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 分 解 し て 、 圧 電 素 子 を 取 り 出 し 、 そ の 圧 電 素 子 に 高 電 圧
を 印 加 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 作 業 は 、 大 変 な 手 間 が か か る 上 に 、 さ ら に は 、 分 極 し た 圧 電 素
子 を 、 再 度 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 組 み 込 む 作 業 が 必 要 と な る た め 、 あ ま り 現 実 的 で な か っ た
。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 若 し く は 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 圧 電 素 子 が 脱 分 極
す る 時 期 を 報 知 す る 手 立 て が な い た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 交 換 時 期 の 判 断 は 、 超 音 波 診
断 装 置 に お い て 表 示 さ れ る 超 音 波 画 像 の 画 質 の 劣 化 か ら 判 断 す る し か な か っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 超 音 波 探 触
子 の 音 響 特 性 を 容 易 に 回 復 さ せ る こ と が 可 能 な 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、 前 記 超 音 波 探 触
子 を 備 え 、 前 記 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 接 続 可 能 な 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 及 び 、 前 記 超 音 波
プ ロ ー ブ を 接 続 可 能 で 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る 時 期 を 報 知 す る 機 能 を
備 え る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 圧 電 素 子 が 配 列 さ れ て 成 る 超
音 波 探 触 子 の 前 記 圧 電 素 子 に 接 続 さ れ た 一 対 の 電 極 に 対 し て 、 前 記 圧 電 素 子 が 分 極 す る に
足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 前 記 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 で あ
っ て 、 前 記 一 対 の 電 極 に 対 し て 印 加 す る た め の 高 電 圧 を 発 生 す る 高 電 圧 発 生 手 段 と 、 前 記
一 対 の 電 極 に 対 し て 高 電 圧 を 印 加 す る か 否 か の 切 り 替 え を 行 う 切 替 手 段 と 、 前 記 圧 電 素 子
の 再 分 極 を 行 う た め に 、 前 記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ と で 前 記 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整
す る と 共 に 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る こ と で 前 記 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を 調 整 す る 制 御
手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 再 分 極
装 置 で あ っ て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 予 め 設 定 さ れ る 設 定 条 件 に 基 づ い て 、 前 記 高 電 圧 発 生 手
段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手 段 を 制 御 す る こ と で 高
電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 再 分 極
装 置 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 を 入 力 す る た め の 入 力 手 段 を さ ら に 備 え 、 前
記 制 御 手 段 は 、 前 記 入 力 手 段 に よ っ て 入 力 さ れ る 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 に 基 づ い て
、 前 記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手 段
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を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 再 分 極
装 置 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 を 保 持 す る 保 持 手 段 を
備 え 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ る 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 に 基 づ い
て 、 前 記 高 電 圧 発 生 手 段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 の 電 圧 値 を 調 整 す る と 共 に 、 前 記 切 替 手
段 を 制 御 す る こ と で 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 間 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 圧 電 素 子 を 配 列 し て 成 る 超 音
波 探 触 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 に 接 続 さ れ た 一 対 の 電 極 に 対 し て 、 前 記 圧 電 素 子 が 分 極 す る に
足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 前 記 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 対
し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た 接 続 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ
っ て 、 前 記 接 続 部 は 、 前 記 一 対 の 電 極 に 対 し て 高 電 圧 を 印 加 す る た め の 電 気 的 接 触 部 を 複
数 配 列 す る も の で あ っ て 、 前 記 電 気 的 接 触 部 は 、 互 い に 十 分 な 沿 面 距 離 が 確 保 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 圧 電 素 子 が 配 列 さ れ て 成 る 超
音 波 探 触 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 に 接 続 さ れ た 一 対 の 電 極 に 対 し て 、 前 記 圧 電 素 子 が 分 極 す る
に 足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 前 記 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に
対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た 接 続 部 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 を 保 持 す る 保 持 手 段
と 、 を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た 接 続 部 と 、 前 記 保 持 手 段 に 保
持 さ れ る 前 記 超 音 波 探 触 子 の 識 別 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 接 続 部 に 接 続 さ れ る 前 記 超 音 波 プ
ロ ー ブ の 延 べ 通 電 時 間 を 算 出 す る 算 出 手 段 と 、 前 記 算 出 手 段 の 算 出 結 果 と 、 予 め 設 定 さ れ
る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う べ き 時 期 に 関 す る 情 報 と に 基 づ い て 、 前
記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う べ き 時 期 ま で の 残 り 期 間 に 関 す る 報 知 を 行 う
報 知 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ７ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ
っ て 、 前 記 報 知 手 段 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 の 再 分 極 を 行 う べ き 時 期 ま で の 残
り 期 間 に 関 す る 情 報 を 表 示 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 及 び 超 音 波 診 断 装 置 の 好 適
な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 ］
図 １ に 、 本 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 部 分 拡 大 図 を 示 す 。
図 １ に 示 す よ う に 、 当 該 超 音 波 探 触 子 １ は 、 超 音 波 信 号 と 電 気 的 信 号 と を 可 逆 的 に 変 換 す
る 複 数 の 圧 電 素 子 ２ が 配 列 さ れ た 素 子 ア レ イ を 備 え て い る 。 こ の 圧 電 素 子 ２ は 、 ス キ ャ ン
方 向 、 即 ち 、 当 該 圧 電 素 子 ２ か ら 発 生 さ れ る 超 音 波 の 走 査 方 向 に 連 続 的 に 配 置 さ れ 、 そ の
超 音 波 受 波 面 側 に は 、 音 響 マ ッ チ ン グ 層 ３ ａ 、 ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 因 み に 、 図 １ に お
い て は 、 音 響 マ ッ チ ン グ 層 は 、 ２ 層 の 構 成 と な っ て い る が 、 例 え ば １ 層 や ３ 層 以 上 の 構 成
で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 ス キ ャ ン 方 向 に 連 続 的 に 配 置 さ れ る 音 響 マ ッ チ ン グ 層 ３ ｂ の 全 体
に 亘 っ て は 、 音 響 レ ン ズ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 圧 電 素 子 ２ に 高 電 圧 を 印 加 す る た め
の 個 別 電 極 と な る 電 極 ５ に は 、 電 極 ６ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 圧 電 素 子 ２ か ら 電 気 的 信
号 を 取 り 出 す た め の 個 別 電 極 と な る 電 極 ７ か ら の リ ー ド 引 出 し 線 は 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 配
線 基 板 ８ に 半 田 付 け や 導 電 ペ ー ス ト な ど に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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図 ２ （ ａ ） に 、 本 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 プ ロ ー ブ の コ ネ ク タ ９ に 関 す る 部 分 拡 大 図 を 示
す 。 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 前 述 し た フ レ キ シ ブ ル 印 刷 配 線 基 板 ８ の 端 部 に は 、 電 気 的
な 接 触 部 分 と な る ラ ン ド １ ０ が 設 け ら れ 、 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド １ ０ の 全 体 を 覆 う よ う に
コ ネ ク タ ９ が 設 け ら れ て い る 。 コ ネ ク タ ９ は 、 後 述 す る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の コ ネ ク
タ 、 及 び 、 超 音 波 診 断 装 置 の コ ネ ク タ と 着 脱 可 能 な 形 状 を 有 し て い る 。 因 み に 、 超 音 波 探
触 子 再 分 極 装 置 の コ ネ ク タ と 超 音 波 診 断 装 置 の コ ネ ク タ は 、 同 様 の 構 成 と な っ て お り 、 例
え ば 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の コ ネ ク タ に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 当 該 装
置 本 体 へ 電 気 的 信 号 を 送 信 す る と 共 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ）
に 高 電 圧 を 印 加 す る た め の ケ ー ブ ル ２ １ に プ リ ン ト 基 板 ２ ２ が 接 続 さ れ 、 プ リ ン ト 基 板 ２
２ の 端 部 に は 、 電 気 的 な 接 触 部 分 と な る ラ ン ド ２ ３ が 設 け ら れ て 、 圧 電 素 子 ２ の 電 極 ５ に
対 応 し て 複 数 配 列 さ れ る 、 こ の ラ ン ド ２ ３ を 覆 う よ う に コ ネ ク タ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
と こ ろ で 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 圧 電 素 子 ２ に 、
直 接 、 高 電 圧 を 印 加 す る こ と を 可 能 に す る た め に は 、 コ ネ ク タ ９ の 各 ラ ン ド １ ０ 間 に お い
て は 、 十 分 な 沿 面 距 離 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る た め に 圧 電
素 子 ２ に 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 超 音 波 を 発 生 さ せ る た め に 圧 電 素 子 ２ に 印 加 さ れ る 電 圧 と 比
べ て ６ 倍 か ら ７ 倍 の 値 と な る た め 、 コ ネ ク タ ９ の 各 ラ ン ド １ ０ 間 に お い て 十 分 な 沿 面 距 離
が 確 保 さ れ な い と 、 ラ ン ド １ ０ 間 に お い て 絶 縁 破 壊 が 起 こ り 、 超 音 波 探 触 子 １ が 破 損 し て
し ま う こ と に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ こ で 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基
板 ８ の ラ ン ド １ ０ 間 に お い て は 、 十 分 な 沿 面 距 離 を 設 け て 、 そ の 耐 電 圧 が 十 分 に 確 保 さ れ
す る こ と と す る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 １ の 圧 電 素 子 ２ の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く
、 圧 電 素 子 ２ に 、 直 接 、 高 電 圧 を 印 加 す る 場 合 で あ っ て も 、 ラ ン ド １ ０ 間 に お い て 絶 縁 破
壊 が 起 こ り 、 超 音 波 探 触 子 １ が 破 損 し て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
尚 、 コ ネ ク タ ９ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 「 接 続 部 」 に 対 応 す る 。 ま た 、 ラ ン ド
１ ０ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 「 電 気 的 接 触 部 」 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
と こ ろ で 、 図 ２ （ ａ ） に お い て は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ と 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 と を 着
脱 可 能 に 接 続 す る た め に 、 コ ネ ク タ ９ （ 及 び 、 コ ネ ク タ ２ ４ ） を 使 用 す る こ と と し た が 、
ラ ン ド １ ０ 間 に お け る 耐 電 圧 を 確 実 に 確 保 す る た め に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 当 該
超 音 波 プ ロ ー ブ の ラ ン ド １ ０ と 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の ラ ン ド ２ ３ と は 、 半 田 付 け に よ
り 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ と 超 音
波 探 触 子 再 分 極 装 置 と の 着 脱 に 際 し て 、 ラ ン ド １ ０ と ラ ン ド ２ ３ と を 半 田 付 け す る 、 或 い
は 、 ラ ン ド １ ０ と ラ ン ド ２ ３ と の 半 田 付 け を 取 り 除 く 作 業 を 行 う 必 要 が 生 じ る が 、 こ の よ
う に す る こ と で 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 圧 電 素 子
２ に 、 直 接 、 高 電 圧 を 印 加 す る 場 合 で あ っ て も 、 ラ ン ド １ ０ 間 に お い て 絶 縁 破 壊 が 起 こ り
、 超 音 波 探 触 子 １ が 破 損 し て し ま う こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
因 み に 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ と 超 音 波 診 断 装 置 と の 接
続 に 際 し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 配 線 基 板 ８ ０ の 端 部 に お い て 、 ラ ン ド
１ ０ ０ は 互 い に 密 集 し て 配 列 さ れ 、 こ れ ら 複 数 の ラ ン ド １ ０ ０ の 全 体 を 覆 う よ う に コ ネ ク
タ ９ ０ が 設 け ら れ て い る た め 、 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、
圧 電 素 子 に 、 直 接 、 高 電 圧 を 印 加 す る 場 合 に は 、 ラ ン ド １ ０ ０ 間 に お い て 絶 縁 破 壊 を 起 こ
し て 、 超 音 波 探 触 子 が 破 損 し て し ま う 可 能 性 が 非 常 に 高 い 。 尚 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に
お い て 、 コ ネ ク タ ９ ０ の ラ ン ド １ ０ ０ が 互 い に 密 集 し て 配 列 さ れ る こ と の 理 由 は 、 当 該 超
音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 圧 電
素 子 に 高 電 圧 を 印 加 す る と い っ た こ と が な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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［ 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 構 成 ］
図 ４ 及 び 図 ５ に 、 本 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 制 御 構 成 を 表 す 構 成 図 を
示 す 。 尚 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 構 成 図 は 、 そ れ ぞ れ が １ つ の 実 施 例 に 対 応 す る も の と な っ
て い る 。 ま た 、 こ れ ら 構 成 図 に お い て は 、 同 様 の 構 成 要 素 に 関 し て 、 同 一 の 符 号 を 付 し て
あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 実 施 例 １ ）
図 ４ に 示 す よ う に 、 当 該 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 ２ ０ ａ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の コ ネ ク タ ９
と 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ る コ ネ ク タ ２ ４ と 、 こ の コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン
ド （ 図 ２ （ ａ ） を 参 照 の こ と ） の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 選 択 す る ス
イ ッ チ 部 ２ ５ と 、 こ れ ら コ ネ ク タ ２ ４ 及 び ス イ ッ チ 部 ２ ５ を 介 し て 超 音 波 探 触 子 １ の 圧 電
素 子 ２ に 印 加 さ れ る 高 電 圧 を 発 生 さ せ る 高 電 圧 電 源 ２ ６ と 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ に 対 し て 、 何
れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間 、 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 指 示 す る と 共 に 、 高 電 圧 電 源 ２
６ に 対 し て 、 ど の 程 度 の 高 電 圧 を 発 生 さ せ る の か を 指 示 す る 制 御 回 路 ２ ８ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
と こ ろ で 、 コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 高 電 圧 を 印
加 す る の か を 選 択 す る こ と の 理 由 は 、 こ の コ ネ ク タ ２ ４ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の コ
ネ ク タ ９ に お い て は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 に 応 じ て 、 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 位 置
や 個 数 が 変 化 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う な 構 成 に お い て 、 例 え ば 操 作 者 が 、 コ ネ ク タ ２ ４ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の
種 別 （ 超 音 波 探 触 子 １ の 種 別 ） を 図 示 省 略 の 入 力 器 に よ っ て 入 力 す る と 、 制 御 回 路 ２ ８ は
、 そ の 種 別 を 認 識 し て 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ に 対 し て 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響
特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド
に 、 ど れ だ け の 時 間 、 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 指 示 す る 。 ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ に 対 し て
、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 ど の 程 度 の 高 電 圧 を 発 生
さ せ る の か を 指 示 す る 。 即 ち 、 制 御 回 路 ２ ８ に は 、 予 め 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 （ 超 音 波
探 触 子 １ の 種 別 ） と 圧 電 素 子 ２ を 再 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 の 値 及 び そ の 印 加 時 間 と を 関 連
付 け た テ ー ブ ル が 保 持 さ れ て お り 、 制 御 回 路 ２ ８ は 、 こ の テ ー ブ ル を 参 照 す る こ と で 、 コ
ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間 、 ど の
程 度 の 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 決 定 す る 。 ス イ ッ チ 部 ２ ５ は 、 制 御 回 路 ２ ８ の 指 示 に 従 っ
て 、 該 当 す る ラ ン ド に 、 該 当 す る 時 間 だ け 高 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う に 、 ス イ ッ チ の “ Ｏ Ｎ
” 、 “ Ｏ Ｆ Ｆ ” の 切 り 替 え を 行 う 。 即 ち 、 該 当 す る ラ ン ド に 対 応 す る ス イ ッ チ の み を “ Ｏ
Ｎ ” と し 、 該 当 す る 時 間 が 経 過 し た 時 点 で 、 こ れ を “ Ｏ Ｆ Ｆ ” と す る 。 高 電 圧 電 源 ２ ６ は
、 制 御 回 路 ２ ８ の 指 示 に 従 っ て 、 該 当 す る 値 の 高 電 圧 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
尚 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 切 替 手 段 」 に 対 応 す る
。 ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 高 電 圧 発 生 手 段 」
に 対 応 す る 。 ま た 、 制 御 回 路 ２ ８ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 制 御 手 段
」 に 対 応 す る 。 ま た 、 図 示 省 略 の 入 力 器 は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 入
力 手 段 」 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 圧 電 素 子 ２ に 対 し て 、 当 該 圧 電 素 子 ２ が 分 極 す
る に 足 る 高 電 圧 が 、 当 該 圧 電 素 子 ２ が 分 極 す る に 足 る 時 間 だ け 印 加 さ れ る こ と に な る の で
、 圧 電 素 子 ２ が 再 分 極 し て 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 が 回 復 さ れ て 、 当
該 超 音 波 プ ロ ー ブ を 再 利 用 す る こ と が で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
因 み に 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 圧 電 素 子 ２ に 対 し
て 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 圧 電 素 子 ２ の 厚 み に よ っ て 異 な っ て お り 、 そ の 目 安 は 、 圧 電 素 子 ２
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の 厚 み １ ｍ ｍ に 対 し て 電 圧 １ ｋ Ｖ 程 度 と な っ て い る 。 ま た 、 電 圧 を 印 加 す る 時 間 は 、 概 ね
３ ０ 秒 か ら ６ ０ 秒 程 度 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
尚 、 当 該 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 ２ ０ ａ に お い て は 、 操 作 者 が 、 コ ネ ク タ ２ ４ に 接 続 さ れ
る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 を 図 示 省 略 の 入 力 器 に よ っ て 入 力 す る こ と で 、 制 御 回 路 ２ ８ が 、
そ の 種 別 （ 超 音 波 探 触 子 １ の 種 別 ） を 認 識 し て 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ に 対 し て 、 コ ネ ク タ ２ ４
に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間 、 高 電 圧 を 印 加 す
る の か を 指 示 し 、 ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ に 対 し て 、 ど の 程 度 の 高 電 圧 を 発 生 さ せ る の か を
指 示 す る 構 成 と し た が 、 こ の 他 に も 、 例 え ば 操 作 者 が 、 コ ネ ク タ ２ ４ に 接 続 さ れ る 超 音 波
プ ロ ー ブ の 種 別 に 応 じ て 、 適 切 な 電 圧 値 、 及 び 、 そ の 印 加 時 間 を 図 示 省 略 の 入 力 器 に よ っ
て 入 力 す る こ と で 、 制 御 回 路 ２ ８ が 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ に 対 し て 、 ど れ だ け の 時 間 、 高 電 圧
を 印 加 す る の か を 指 示 し 、 ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ に 対 し て 、 ど の 程 度 の 高 電 圧 を 発 生 さ せ
る の か を 指 示 す る 構 成 と し て も 良 い 。 ま た 、 例 え ば 、 当 該 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 対 し
て 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 が 特 定 さ れ る よ う な 場 合 に は 、 制 御 回 路 ２ ８ が 、 予 め
設 定 さ れ た 設 定 条 件 に 従 っ て 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ に 対 し て 、 コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列
さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間 、 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 指 示 し 、
ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ に 対 し て 、 ど の 程 度 の 高 電 圧 を 発 生 さ せ る の か を 指 示 す る 構 成 と し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、 及 び 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ に お い て は 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 と 超 音 波 プ ロ ー ブ と を 接 続 し て 、 適 切 に 、 超 音 波
プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 に 対 し て 、 こ れ を 再 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る の
で 、 超 音 波 探 触 子 を 破 損 さ せ る こ と な く 、 ま た 、 操 作 者 が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 分 解 す る と い
っ た 作 業 を 伴 う こ と な く 、 容 易 に 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 ２ ０ ｂ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
の コ ネ ク タ ９ と 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ る コ ネ ク タ ２ ４ と 、 こ の コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配
列 さ れ る ラ ン ド （ 図 ２ （ ａ ） を 参 照 の こ と ） の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 高 電 圧 を 印 加 す る の か
を 選 択 す る ス イ ッ チ 部 ２ ５ と 、 こ れ ら コ ネ ク タ ２ ４ 及 び ス イ ッ チ 部 ２ ５ を 介 し て 超 音 波 探
触 子 １ の 圧 電 素 子 ２ に 印 加 さ れ る 高 電 圧 を 発 生 さ せ る 高 電 圧 電 源 ２ ６ と 、 コ ネ ク タ ２ ４ を
介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 保 存 部 １ １ か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し
、 そ の 種 別 を 識 別 す る プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路 ２ ７ と 、 こ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路
２ ７ の 識 別 結 果 に 基 づ い て 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ に 対 し て 、 何 れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間
、 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 指 示 す る と 共 に 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ に 対 し て 、 ど の 程 度 の 高 電 圧
を 発 生 さ せ る の か を 指 示 す る 制 御 回 路 ２ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
と こ ろ で 、 コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 高 電 圧 を 印
加 す る の か を 指 示 す る こ と の 理 由 は 、 こ の コ ネ ク タ ２ ４ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の コ
ネ ク タ ９ に お い て は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 に 応 じ て 、 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 位 置
や 個 数 が 変 化 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の よ う な 構 成 に お い て 、 コ ネ ク タ ２ ４ に 超 音 波 プ ロ ー ブ が 接 続 さ れ る と 、 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ
情 報 識 別 回 路 ２ ７ は 、 コ ネ ク タ ２ ４ を 介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 保 存 部 １ １ か
ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し て 、 そ の 種 別 （ 超 音 波 探 触 子 １ の 種 別 ） を 識 別 す る
。 制 御 回 路 ２ ８ は 、 こ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路 ２ ７ の 識 別 結 果 に 従 っ て 、 ス イ ッ チ 部
２ ５ に 対 し て 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 コ ネ ク タ ２
４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間 、 高 電 圧 を 印 加
す る の か を 指 示 す る 。 ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ に 対 し て 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の
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音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ く 、 ど の 程 度 の 高 電 圧 を 発 生 さ せ る の か を 指 示 す る 。 即 ち 、 制 御
回 路 ２ ８ に は 、 予 め 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 （ 超 音 波 探 触 子 １ の 種 別 ） と 圧 電 素 子 ２ を 再
分 極 す る に 足 る 高 電 圧 の 値 及 び そ の 印 加 時 間 と を 関 連 付 け た テ ー ブ ル が 保 持 さ れ て お り 、
制 御 回 路 ２ ８ は 、 こ の テ ー ブ ル を 参 照 す る こ と で 、 コ ネ ク タ ２ ４ に お い て 複 数 配 列 さ れ る
ラ ン ド の 内 、 何 れ の ラ ン ド に 、 ど れ だ け の 時 間 、 ど れ だ け の 高 電 圧 を 印 加 す る の か を 決 定
す る 。 ス イ ッ チ 部 ２ ５ は 、 制 御 回 路 ２ ８ の 指 示 に 従 っ て 、 該 当 す る ラ ン ド に 、 該 当 す る 時
間 だ け 高 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う に 、 ス イ ッ チ の “ Ｏ Ｎ ” 、 “ Ｏ Ｆ Ｆ ” の 切 り 替 え を 行 う 。
即 ち 、 該 当 す る ラ ン ド に 対 応 す る ス イ ッ チ の み を “ Ｏ Ｎ ” と し 、 該 当 す る 時 間 が 経 過 し た
時 点 で 、 こ れ を “ Ｏ Ｆ Ｆ ” と す る 。 高 電 圧 電 源 ２ ６ は 、 制 御 回 路 ２ ８ の 指 示 に 従 っ て 、 該
当 す る 高 電 圧 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
尚 、 ス イ ッ チ 部 ２ ５ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 切 替 手 段 」 に 対 応 す る
。 ま た 、 高 電 圧 電 源 ２ ６ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 高 電 圧 発 生 手 段 」
に 対 応 す る 。 ま た 、 制 御 回 路 ２ ８ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 「 制 御 手 段
」 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ れ に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 圧 電 素 子 ２ に 対 し て 、 当 該 圧 電 素 子 ２ が 分 極 す
る に 足 る 高 電 圧 が 、 当 該 圧 電 素 子 ２ が 分 極 す る に 足 る 時 間 だ け 印 加 さ れ る こ と に な る の で
、 圧 電 素 子 ２ が 再 分 極 し て 、 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 が 回 復 さ れ て 、 当
該 超 音 波 プ ロ ー ブ を 再 利 用 す る こ と が で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、 及 び 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ に お い て は 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 と 超 音 波 プ ロ ー ブ と を 接 続 し て 、 適 切 に 、 超 音 波
プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 に 対 し て 、 こ れ を 再 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る の
で 、 超 音 波 探 触 子 を 破 損 さ せ る こ と な く 、 ま た 、 操 作 者 が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 分 解 す る と い
っ た 作 業 を 伴 う こ と な く 、 容 易 に 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 本 実 施 例 に お け る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、 及 び 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て は 、 超
音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 超 音 波 プ ロ ー ブ が 接 続 さ れ た 際 に 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に よ
っ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 が 取 得 さ れ て 、 自 動 的 、 且 つ 、 適 切 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ
の 圧 電 素 子 に 対 し て 、 こ れ を 再 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と に な る の で 、 操 作
者 が 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 別 を 入 力 す る な ど と い っ た
作 業 を 伴 う こ と な く 、 よ り 容 易 に 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
［ 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 ］
図 ６ に 、 本 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 制 御 構 成 を 表 す ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 尚 、 図
６ に お い て も 、 図 ４ 及 び 図 ５ と 同 様 の 構 成 要 素 に 関 し て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 ３ ０ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の コ ネ ク タ
９ と 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ る コ ネ ク タ ３ １ と 、 こ の コ ネ ク タ ３ １ を 介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ の
プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 保 存 部 １ １ か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し 、 そ の 種 別 （ 超 音 波 プ ロ
ー ブ の 個 別 情 報 ） を 識 別 す る プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路 ３ ２ と 、 こ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識
別 回 路 ３ ２ の 識 別 結 果 に 従 っ て 、 コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 当 該
装 置 の 延 べ 通 電 時 間 を 記 録 す る 通 電 時 間 情 報 記 録 部 ３ ３ と 、 こ の 通 電 時 間 情 報 記 録 部 ３ ３
の 記 録 結 果 に 基 づ い て 、 コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 超 音 波 探 触 子
１ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る べ き 時 期 を 報 知 す る 報 知 部 ３ ４ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
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と こ ろ で 、 コ ネ ク タ ３ １ を 介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 保 存 部 １ １ か ら 超 音 波 プ
ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し 、 そ の 種 別 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ の 個 別 情 報 ） を 識 別 す る こ と の 理
由 は 、 当 該 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 複 数 の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 入 れ 替 わ り 接 続 さ れ る こ
と に な る た め 、 そ の 各 々 に 対 し て 、 当 該 装 置 の 延 べ 通 電 時 間 を 記 録 す る 必 要 が あ る か ら で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の よ う な 構 成 に お い て 、 コ ネ ク タ ３ １ に 超 音 波 プ ロ ー ブ が 接 続 さ れ る と 、 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ
情 報 識 別 回 路 ３ ２ は 、 コ ネ ク タ ３ １ を 介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 保 存 部 １ １ か
ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し て 、 そ の 種 別 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ の 個 別 情 報 ） を 識 別
す る 。 通 電 時 間 情 報 記 録 部 ３ ３ は 、 こ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路 ３ ２ の 識 別 結 果 に 従 っ
て 、 コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 当 該 装 置 の 延 べ 通 電 時 間 を 記 録 す
る 。 即 ち 、 通 電 時 間 情 報 記 録 部 ３ ３ は 、 当 該 装 置 に 接 続 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ に 対 す る 当
該 装 置 の 通 電 時 間 を 計 時 す る 計 時 手 段 と 、 当 該 装 置 に 接 続 さ れ た 各 種 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関
す る 当 該 装 置 の 通 電 時 間 を 記 録 す る 記 録 手 段 か ら 構 成 さ れ 、 通 電 時 間 情 報 記 録 部 ３ ３ は 、
当 該 装 置 か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 ２ に 対 し て 、 超 音 波 を 発 生 さ せ る べ く 電 圧 が 印 加
さ れ た 場 合 に は 、 そ の 通 電 時 間 を 計 時 す る と 共 に 、 そ の 計 時 結 果 と 、 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識
別 回 路 ３ ２ の 識 別 結 果 に 基 づ い て 、 コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 当
該 装 置 の 通 電 時 間 を 記 録 （ 更 新 ） す る 。 さ ら に 、 報 知 部 ３ ４ に お い て は 、 通 電 時 間 情 報 記
録 部 ３ ３ の 記 録 結 果 と 、 予 め 、 当 該 報 知 部 ３ ４ に 保 持 さ れ る 各 種 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る
超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 す べ き 時 期 に 関 す る 情 報 と に 基 づ い て 、
コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を
回 復 す べ き 時 期 ま で の 残 り 期 間 を 算 出 し て 、 例 え ば 、 そ の 残 り 期 間 を 表 示 し た り 、 音 響 特
性 を 回 復 す べ き 時 期 が 既 に 到 来 し て い る 旨 を 表 示 し た り す る こ と で 、 操 作 者 に 対 し て 、 コ
ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回
復 す べ き 時 期 の 報 知 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
因 み に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 す べ き 時 期 と
は 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 表 示 さ れ る 超 音 波 画 像 の 画 質 の 劣 化 が 、 許 容 範 囲 外 、 即 ち 、
こ れ を 使 用 す る に 耐 え な い 程 度 に な る ま で の 時 期 の こ と を 指 し 、 そ の 時 期 は 、 超 音 波 探 触
子 １ （ 圧 電 素 子 ２ ） の 種 別 に よ り 異 な る が 、 概 ね 一 年 程 度 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
尚 、 報 知 部 ３ ４ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 「 報 知 手 段 」 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 １ （ 圧
電 素 子 ２ ） の 音 響 特 性 を 回 復 す べ き 時 期 を 知 る こ と が で き る の で 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装
置 を 用 い て 、 効 率 的 に 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る 処 理 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
尚 、 当 該 超 音 波 診 断 装 置 ３ ０ に お い て は 、 コ ネ ク タ ３ １ に 超 音 波 プ ロ ー ブ が 接 続 さ れ た 際
に 、 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路 ３ ２ が 、 コ ネ ク タ ３ １ を 介 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ
Ｉ Ｄ 保 存 部 １ １ か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 を 取 得 し て 、 そ の 種 別 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ の
個 別 情 報 ） を 識 別 し 、 通 電 時 間 情 報 記 録 部 ３ ３ が 、 こ の プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路 ３ ２ の
識 別 結 果 に 従 っ て 、 コ ネ ク タ ３ １ に 接 続 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 当 該 装 置 の 延 べ 通
電 時 間 を 記 録 す る 構 成 と し た が 、 こ の 他 に も 、 例 え ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 通 電 時 間 情 報 記
録 部 を 設 け て 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の 圧 電 素 子 に 対 し て 、 超 音 波 を 発 生 さ
せ る べ く 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 に 、 こ の 通 電 時 間 情 報 記 録 部 が 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す
る 超 音 波 診 断 装 置 の 通 電 時 間 を 更 新 す る 構 成 と し て も 良 い 。 因 み に 、 こ の よ う な 場 合 に お
い て も 、 超 音 波 診 断 装 置 の 報 知 部 が 操 作 者 に 対 し て 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子
（ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 す べ き 時 期 の 報 知 を 行 う こ と と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】

10

20

30

40

50

(10) JP 2004-230033 A 2004.8.19



以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 、 及 び 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い
て は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 超 音 波 プ ロ ー ブ が 接 続 さ れ た 際 に 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 、 超
音 波 プ ロ ー ブ の Ｉ Ｄ 情 報 が 取 得 さ れ て 、 当 該 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ
の 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 す べ き 時 期 の 報 知 が 行 わ れ る の で 、 操 作 者
は 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 を 用 い て 、 効 率 的 に 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 の 音 響 特
性 を 回 復 さ せ る 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 、 及 び 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に
よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 と 超 音 波 プ ロ ー ブ と を 接 続 し て 、 適 切 に 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ の 圧 電 素 子 に 対 し て 、 こ れ を 再 分 極 す る に 足 る 高 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る の で 、 操
作 者 が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 分 解 す る と い っ た 作 業 を 伴 う こ と な く 、 容 易 に 超 音 波 探 触 子 （ 圧
電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 、 及 び 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 と
超 音 波 プ ロ ー ブ と を 接 続 す る こ と で 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 当 該 装 置 に 接 続 さ れ た 超
音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探 触 子 （ 圧 電 素 子 ） の 音 響 特 性 を 回 復 す べ き 時 期 の 報 知 が 行 わ れ る
の で 、 操 作 者 は 、 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 を 用 い て 、 効 率 的 に 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 探
触 子 の 音 響 特 性 を 回 復 さ せ る 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 実 施 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 部 分 拡
大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 超 音 波 プ ロ ー ブ の コ ネ ク タ 部 分 に 関 す る 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 超 音 波 診 断 装 置 の コ ネ ク タ 部 分 に 関 す る 部 分 拡 大 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 一 実 施 形 態 に お け る 制 御 構 成 を 表 す 構 成
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置 の 制 御 構 成 の 他 例 を 表 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 形 態 に お け る 制 御 構 成 を 表 す 構 成 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 超 音 波 探 触 子
２ 　 圧 電 素 子
３ ａ 、 ３ ｂ 　 音 響 マ ッ チ ン グ 層
４ 　 音 響 レ ン ズ
５ 　 電 極
６ 　 電 極
７ 　 電 極
８ 　 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 配 線 基 板
９ 　 コ ネ ク タ
１ ０ 　 ラ ン ド
１ １ 　 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 保 存 部
２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 　 超 音 波 探 触 子 再 分 極 装 置
２ １ 　 ケ ー ブ ル
２ ２ 　 プ リ ン ト 基 板
２ ３ 　 ラ ン ド
２ ４ 　 コ ネ ク タ
２ ５ 　 ス イ ッ チ
２ ６ 　 高 電 圧 電 源
２ ７ 　 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 情 報 識 別 回 路
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２ ８ 　 制 御 回 路
３ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
３ １ 　 コ ネ ク タ
３ ２ 　 プ ロ ー ブ Ｉ Ｄ 識 別 回 路
３ ３ 　 通 電 時 間 情 報 記 録 部
３ ４ 　 報 知 部
８ ０ 　 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 配 線 基 板
９ ０ 　 コ ネ ク タ
１ ０ ０ 　 ラ ン ド

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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解决的问题：提供一种超声探针复极化装置，其能够容易地恢复超声探
针的声学特性，并且包括能够连接到所述超声探针复极化装置的超声探
针。 另一个超声探头和超声诊断设备，其可以连接到超声探头并且具有
通知何时恢复超声探头的声学特性的功能。 当输入连接到连接器24的超
声波探头的类型时，控制电路28识别该类型，并使开关部分25恢复压电
元件2的声学特性。 指示所需的申请时间。 此外，指示高压电源26恢复
压电元件2的声学特性所需的施加电压。 根据来自控制电路28的指令，
开关单元25在“ ON”和“ OFF”之间切换，从而在相应的时间施加高电压。 
此外，高压电源26根据来自控制电路28的指令产生具有对应值的高压。 
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